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はじめに

　現代社会は“：豊かな社会”である。高度経済

成長により物質的な生活が豊かになり，衣食住

などの基本的，生理的な欲求を満たすことがで

きるようになった。その豊かさの中にありなが

らも，不安の時代と言われるように，現代社会

の変化の速さは，私たちに価値観や生き方を見

つめなおし，自ら選択しなければならないとい

う不安をも投げかけている。これは，人間らし

く生きるにはどうしたらいいのかという問いか

けであり，心身共に豊かに生きていくことを考

える時代になったとも言えるだろう。

　その人が生きている姿を見つめてみると，現

代社会の人間関係の中には，様々な問題が多い

ことに気づく。様々な人間関係の中での，人と

のかかわりとは，ふれあいとは何かということ

を考えていくうちに，私はカウンセリングを学

ぶ機会を得た。カウンセリソグとは，人間（ク

ライエント）が，本来の生命力，成長力を自ら

徐々に回復し，自分の力で歩んでいくことを，

カウンセラー・が援助することである。その過程

では生身の人が出会い，ふれあい，育ちあうと

いう人格的な交流が行なわれる。カウンセリン

グにおけるクライエントとカウンセラーの人間

関係が，人が生き生きと歩んでいくことにつな

がるのならぽ，その人間関係がどのようにつく

られていくのかということを見つめることによ

って，カウンセリングに限ることなく，一般の

人間関係の改善・促進への何らかの示唆を得る

ことができるのではないかと考えることが，こ

の論文の目的とするところである。

　そこで第1章では，現代社会における個人の

あり方，人間関係を見つめ，そのふれあいの原

点として，「カウンセリング観」の必要性を考

えた。第r【章では，人間中心のアプローチを目

指し，狭義のカウンセリソグから広く人間関係

を考察している，ロジャーズ（Rogers．　C．　R）の

カウソセリング理論を中心に，カウンセリング

を見つめ，ふれあいの原点がどのようであるか

を論じた。第皿章では，個人の成長，個人間の

コミュニケーション，および対人関係の発展と

改善を目的とするエンカウンターグループのあ

り方などを見つめ，自己の成長のみられる生き

生きとした人間関係の探究を試みた。
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1．現代社会における「カウンセリンゲ

観」の必要性

1．個の確立

　「人間」ということば自体が「人と人の間」

と記せられており，人と人との間柄を意味して

いることから見ても，私たちは，人と人とのか

かわりの中で生きることによって，人間として

育っていく。家族関係の中に生まれ，育つ過程

においても，様々な人間関係の中で，社会，文

化にふれ，行動様式，知識，価値観などを体得

し，自己としての心を育てていく。

　現代社会の中では，その人と人のかかわりの

中での問題が多くなってきている傾向が見られ

る。そのかかわりの基本である家庭においても

離婚の増加，家族の孤立化，家庭内暴力といっ

た問題が取り上げられており，その他，学校教

育における教師，生徒間の問題，高齢化社会へ

と変わりつつある中での老人問題なども，私た

ちに人が生きるとは何かという問題意識を投げ

かけていると考えられる。特に，現代社会にお

いては，ひとりひとりが，人として生き生きと

人生を送ることへの関心，また，それへの課題

をテーマとして持ち始めて来ていると言えるだ

ろう。その流れの例を上げてみると，若年労働

者の労働意識が，「仕事人間」「滅私奉公」型か

ら「私生活，個人趣味」型に変化しているこ

と，中高年のメンタルヘルス（心の健康問題）

などに見られる自分の生き方への疑問，また，

主婦のカルチャーセンターブームに見られる趣

味の充実，地域のボランティアへ，仕事へと，

専業主婦を超えるものへ動いていこうとする傾

向などが上げられる。

　アイデンティティ（ldentity同一性。「自分

であること」「自己の存在証明」「真の自分」

「主体性」の意味を持つ）を提唱したエリクソ

ソ（Erikson．　E）は，人格発達の面から》各個人

が，出生してから家族をはじめとする対人関係

の中で社会化されながら，自我発達を遂げると

した。その自我同一性を確i立し得ないまま，同

一性の拡散状態を続けている青年期延長型の青

年をモラトリアム人間と呼び，現代大衆社会の

社会的性格としたのは，小此木啓吾である。彼

は，モラトリアム人間心理をつくり出す社会的

な要因として，豊かな社会，加速度的な技術革

新の進行，都市化現象に代表される旧秩序の解

体と無名者化，マスコミによるモラトリアム人

間心理の増幅作用などを上げ1）ており，いまや

モラトリアム人間の心理特性をより積極的な意

義をもつものとして，評価することが新しい課

題2）だとしている。

　これは，私たちが生きている現代社会が急速

に変化し複雑になるに従い，「自分とは何か」

というものを見失ないがちであることを示して

いると考えられ，生活が豊かになった今，「ど

うやって生きていくか」（how　to　live）という

問題から，「どのように生きていくか」（what

to　live）という生き方，生きていく姿である自

分を見つめられるようになった時代に来ている

と言えよう。

　特に，日本の伝統的な社会では，協同社会的

であり，“群れ”をつくる中で個人が生活する

傾向が強い。欧米人が「個」としての自我を支

えとして存在するのに対して，日本では常に自

己と他者との相互関係の中に，「個」が存在し

ている。それは土居健郎の「甘えの構造」，中

根千枝の「タテ社会の人間関係」などによる日

本文化の研究によっても明らかである。

　もちろん，個人としての主張のみを尊重する

ことが良しとされるのではない。私たちが，ま

わりの人とのかかわりの中で生きている以上，

その存在を認め受容し，相互関係を重要とする

ことは，社会生活の上においても尊重すべき点

である。しかし，生き生きとした個人としての

存在を考える場合，自己と他者の間には，ある

程度の距離がなくてはならないこと，他者に流

されることなく自己を見つめることが必要とさ

れることに気づかざるを得ない。

　社会の急激な流れの中で，私たちがどのよう
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に生きていくべきかという思いを，ひとりひと

りが自覚し始めた。それは「私自身」という観

点からであり，「個」としての確立の目覚めで

あると言えよう。

2．　r個」の生かされる人間関係とは

　現代社会の人間関係を考える時，「個」とし

てのあり方，主体性を尊重することとは裏腹に

“孤立”してしまう傾向にあるということに気

づく。

　そもそも，私たちの生きる姿を見つめる時，

結局は自分自身が物事を見ることを中心として

いく，そのことのみが確かな存在である。私と

まったく同じ人は存在し得ないのであり，各々

の人がその人なりの心を持ち，様々な思いをい

だいて生活している。そうした意味においては

人はどこかで淋しさを感じると言えよう。しか

し，その淋しさである孤独を味わいながら生き

ていくことは，ひとりの人としてその人自身の

人生が唯一のものであることの尊さに通じる。

ひとりの人として生きていること自体が生きが

いであると感じられる時，その中での喜び，悲

しみなど，様々なことを感じながら「生きる」

という共通の運命に置かれた自分以外に存在す

人との真の人間関係が生まれる。生きることを

分かちあうという関係であり，共に生きようと

する者同志が，各々の人生に責任を持ち，個性

的に生きる時に，その関係が生まれ，“生きた

孤独”があってこそ，生き生きとした人間関係

が形成されると言えよう。

　しかし，現代社会においては，“孤立”が人

間関係に歪みをもたらし，そこから生じる問題

が多い。家庭では，核家族化の増加に伴い，複

雑さをもつ多様な人間関係が影を潜め，共生的

ともいえるほどの母子の情緒的密着度が強く，

子供は，親の保護や干渉を受け，親の考えてい

る方向へと管理されていく傾向にある。また家

族団らんの欠如が見られ，厚生省発表の「国民

栄養調査」（1983）によると，子どもの5人に

1人は，両親が共働きなどで，1人の寂しい朝

食をとっているとされ，離婚，父親の単身赴任

の問題などが加わってきている現状では，家族

間のかかわりの時間さえなくなりつつある。あ

るいは，学校教育に関してみた場合でも，学歴

社会の傾向を反映して，受験対策としての試験

を中心とした教育が顕現し，子どもたちは，競

争の中で，ますます孤立化しており，教師一生

徒間での心の交流がどの程度可能になるかとい

うことも，大きな課題のひとつである。

　これらの問題が我々に投げかけていること，

それは人と人とのかかわりのあり方の検討であ

ると思われる。子供の家庭内暴力，学校内暴力，

自殺などは，自分の存在とまわりにいる人との

かかわりに対する不安，不満の主張の，声にな

らない叫びと見ることもできる。

　先に述べたように，人間関係の中で「個」の

尊重と，人と人とのかかわりの中で，真の人間

関係がつくり出されると思われるが，「個」と

しての尊重が単なる孤立に終わってしまうので

は，人として育っていくことへの充実感は得ら

れないであろう。確かに，人と人とのかかわり

においては，ひとりの異なった人間と人間との

交流であるので，すれ違いや誤解，あるいは意

見の相違による衝突が当然おこってくるものと

考えられる。

　しかし，人は自己を他者なる世界と結びつけ

て生きようとする存在であり，その結びつきで

ある人とのかかわりを，よりあたたかいもの，

生き生きとしたものにしたいということは，全

ての人の望むことのひとつであると言えよう。

その“かかわり”をいかにしてつくり出してい

くかということに関して，さらに検討していき

たい。

3．　ふれあいの原点としてのカウンセリソグ

　「カウンセリング」という言葉が，最近，人

と人とのかかわりが求められる場（教育，医

療，企業など）でしぽしば用いられるようにな

ってきている。それは，一般に「相談」，コン

サルテ・・…ション（consultation）という意味でと
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らわれている傾向が強い。コンサルテーション

は，ある分野に専門的知識を持っている人が，

疑問や悩みについて情報を提供したり，また問

題をどのように理解したらいいかという問題分

析や診断の方法を教えたり，さらに診断したり

すること4）である。

　しかし，カウンセリングは，「適応上の問題

を持ち，その解決に援助を必要とする個人と専

門的訓練を受けて助力者としての資質を備えた

専門家とが面接し，主として言語的手段によっ

て心理的影響を与え，問題解決を助ける過程5）」

である。援助を必要とする個人をクライエント

（client），専門家をカウソセラー（councelor）

と呼んでいるが，この両者がともに展開する問

題解決への過程であるとも言える。

　カウンセリングは，問題を持ったクライエン

トが，自分の内面に目を向け，本来その人が持

っている生命力，成長力を徐々にとり戻し，自

分の力で立って歩けるようになるという個人の

人格的成長と人間的発達を目標とする活動その

ものであり，クライエントとの信頼関係をつく

り，この関係の中でクライエソトが，自分で自

分の問題を解決していけるように援助する過程

である。

　その援助の過程の中で，特に着目したいこと

は，「信頼関係の中で人格的成長が遂げられる」

という点である。カウソセリングは，「なおす」

「問題を解決させる」といった道具や技術では

なくて，人間と人間そのものであり，従って，

「人間」一「ひとのあいだ」一そのもの6）の“あり

方”が問題とされる。カウンセラーとクライエ

ントとの関係は，相互の人格の尊重と人格的相

互関係がある。それは，ひとりの人としてのか

かわりであり，「孤立」ではない「個」が存在

し，信頼というあたたかい“こころのふれあ

い”がある。

　現代社会におこっている様々な問題の中で人

とのかかわりを考える時，この“こころのふれ

あい”を各々の人が求めており，それをめぐっ

て葛藤しているように思われる。人とのかかわ

りにおいて，こころのふれあいを基盤に置いて

こそ，真の生き生きとした人間関係が生まれる

と考えられる。その中から，共に生きていこう

とする姿をお互いに高め，充実した生に対する

意識が生まれ，各々の人が，生き生きとした人

生を歩んでいけるのではないだろうか。その意

味においては，カウソセリングは，こころのふ

れあいの原点だと言えよう。

　カウンセリングにおけるカウンセラーとクラ

イエントが，お互いの信頼の中で，こころのふ

れあいを持ち人格的成長へと結びついてゆくこ

とは，カウンセリソグの過程の中から見出され

てゆく。先にカウソセリングは，技術ではなく

援助の過程であると述べたが，その過程は，カ

ウンセラーとクライエントがただ一緒に居れば

自然に出き上がるというよりは，生み出される

ものであろう。

1．カウンセリンゲの基本原理の探究

　　一カー一一ル・R・ロジャーズの

　　　　　　カウソセリング理論を中心に一

1．　来談者中心療法の推移

　カウンセリングは，1900年代の初めアメリカ

におこり発達してきたものである。その起源

は，職業指導運動，教育測定運動，精神衛生運

動に求められ，人間理解の重要性と援助の必要

性が唱えられるようになっていった。

　1940年代の頃から，カウンセリソグは新しい

展開を示しはじめ，治療の過程そのものが重視

されてくるようになった。その動きの中で，カ

ウンセリングにおける人間観を確認し，カウン

セラーのクライエソトに対する態度や姿勢の重

要性を強調したのが，カール・R・ロジャーズ

（Rogers，　C．　R）である。

　彼は，それまでの伝統的な臨床的人間関係に

おいて，強圧的になったり，押しつけるような

方法（指示的なカウンセリソグ）は，表面的で

一時的な効果しか上がらないのではないかとい

う疑問をいだき，「何がその人を傷つけている
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のか，どの方向へいくべきか，何が重大な問題

なのか，どんな経験が深く秘められているのか

などを知っているのは，クライエント自身であ

り，私自身が自分の賢明さとか知識を示そうと

する欲求をもっていないならば，クライエント

が動いていく過程をよりいっそう信頼するよう

になる7）。」という考えの芽ばえのもとに，カウ

ンセリングの目的が，ある特定の問題を解決す

ることではなく，個人が成長するのを援助する

ことだとする，「来談者（クライエント）中心

療法」を唱えたのである。

　ロジャー一…ズは，「クライエントこそ最上の案

内人8）」としている。ロジャーズのアブPt　一チ

は次の通りである。

　1）　成長，健全さ，および適応へと向かう個

　　人の衝動を，もっとずっと頼りにしてい

　　る9）。正常に成長し，発展するように個人

　　を解放し，再び前進できるように，障害を

　　とりのぞくものである1°）。

　2）　知的な面よりも情緒的な要素，すなわ

　　ち，場の感情的な面をもっと強調するよう

　　にしている1D。

　3）個人の過去よりも今ここでの状況を，も

　　っと強く強調するようにしている12）。

　この3点からしても，クライエソトの持つ問

題を原因などで探るのではなく，カウンセリン

グによる話し合い自体が成長の経験であるとし

ているところに特微がある。

　来談者中心療法は，以上のように，来談者に

自己と場面の洞察，つまり自発的に自己を見直

すことの意義を唱えた「非指示的心理療法」の

時期（1940年代）に始まり，非指示的技術より

も，来談者が自由に自己探究できるような雰囲

気をつくり出す，カウンセラーの態度を重視す

る「来談者中心療法」の時期（1950年代）をむ

かえる。さらに，「実存主義心理療法」の時期

（1960年代）に至り，「非指示的」「指示的」で

あるかの条件にとらわれることなく，カウソセ

ラーとクライエントがお互いに人間としての実

存（existence）であることの探究が行なわれ，

「体験過程」（私たちが現在の瞬間において，今

ここで感ぜられる経験）を重視する傾向へと移

り変わっている。

　ロジャーズが唱えたカウンセリング理論の中

で注目すべき点は，常にクライエントとカウソ

セラーとの「関係」（Rerationship）に視点を置

いているところである。特に，その「関係」は，

カウソセラーとクライエントという枠を取りは

ずしたところの，実存的な2人の人間間のかか

わりとしており，近年では，人間中心（person－

centerd）とされてきている。

2．　カウンセリングの基本的人間観

　カウンセリングという援助活動では，カウン

セラーのもつ理論や技術よりも，その人のあり

方の根底にある人間観がまず問われる。その人

間観と理論や方法の一致があってこそ，技術的

につくり上げた関係ではなく，偽りのない真の

関係が生み出さるといえよう。

　ロジャーズの提唱した来談者中心療法の基礎

理論の中では，特に，カウンセラーが相手を患

者と見ずに，ひとりの人間としてみる，すなわ

ちヨコの人間関係として捉える平等な人間関係

が成立している。この関係を左右するのは，彼

の持つ人間観によるところが大きい。カウンセ

リングにおける人間観は，「人間であることは

どういうことであるか」ということを個人が見

出すことを援助することを目標とする人間学的

心理学と，実存主義という哲学と現象学という

方法論と結合する心理学におけるアプローチ，

つまり個々の人間が自己の実在に気づくことを

目標とする実存心理学の2つの分野から得られ

るところが大きい。

　ロジャーズの人間観もまた，人間への実存へ

の生成をめざすところにあるといえよう。“来

談者中心”ということのなかで，ロジャーズは

常に，クライエントへの信頼，尊重を唱えてき

た。

　「人間性にもとつく人間観」（1965）の中でロ

ジャーズは，次のように述べている。
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　まず，人間はいろいろな有機体の中の1つの

種である13）とし，その有機体の内部から生まれ

る成長への傾向，成長への方向性を持っている

としている。さらにその方向は，人間は生まれ

つきそのすべての能力を，有機体を維持したり

拡大する方向へと発展させるように動く実現傾

向を示す14）という。ロジャーズは好んで，じゃ

がいもの芽の例をあげるが，日蔭のじゃがいも

の芽が窓の光に向かって伸びていくように，人

間のみならず全ての生き物（有機体）は，成長

と生成に向かっていこうとする。生命力，「実

現傾向」を備えていることを信頼しているので

ある。

　また，人間は自意識的な，知的なものより，

その全体的，有機体的反応を信頼15）している。

頭で考えることよりも，全体として存在する

“感じ”を信頼していると思われる。その信頼

をもって，自分の機能を自覚する能力がある16）

としている。すなわち，考えたり，計画をたて

たり，実際にその道をたどらなくても，象徴的

に道をたどることで結果を予知する力がある17）

としているのである。

　さらに，どのような人間も自分自身でありう

るような関係を求めている18）としている。これ

は誰もが，自分自身のあるがままの姿，感情を

知られたい，受け入れられたいという希望を持

っているということであろう。そして，その経

験に対して開放的になるにつれて，人間のもっ

ている健全な選択と実行の能力を強く信頼する

ようになる19）というものである。

　ロジャーズは，人間の生きていこうとする力

である「潜在能力」への信頼を根底に捉えてい

る。その潜在能力を十分に発揮している人，，自

己自身でいられる人間関係の中にいる人は，主

体的であり，自ら選択した方向へ責任をもち，

考え，感じ，経験するひとりの人として生きる

ことができるというのである。

3．　パースナリティの変化

　以上のような人間観にもとついて，行動の感

情的，意志的，態度的側面を示すパースナリテ

ィをどのように考えるのだろうか。臨床心理学

パースナリティ理論は，見る者のパースナリテ

ィと見られるもののパースナリティ，そして両

者の関係という3者の視野の中に入っている必

要がある。治療場面の中で，目の前に存在する

人間が，今，この場で何を感じ，それによって

どのように動き変化していこうとするのか，そ

の動きや変化に治療者自身は，2人の関係はど

のように関連するのかが関心の的になってく

る。ロジャーズは，見られるものの独自性，全

体性，主体性を尊重し，その人自身の世界の流

れに沿っていこうとした。ロジャーズの人間理

解は治療の場面での人間の変化の過程を見るこ

とに捉えられる。従って，彼のパースナリティ

理論も，個人の独自な内的世界が，発達の初期

からどのように流れ，展開し，変化していくか

という過程をみていこうとするのである。ロジ

ャーズの考えは，基本的には現象学的であり，

特に自分をどう受けとるか（自分に対する現象

学的世界）を重視している。自分をどう受けと

るかによって行動の仕方に変化があるとしてい

る。

　「パースナリティと行動についての一理論」

（1951）の中で，「自己理論」と呼ばれる人格理

論について19の命題を示しているが，ロジャー

ズのパースナリティ理論の最も中核をなすの

は，自己構造（self・structure）すなわち自己概

念（concept　of　self）と経験（experience）であ

る。これをnジャーズの示す全体的パースナリ

ティの図によって示すと次のようになる。

自己構造 経験 自己構造　　経験

①全体的パースナリティ　　　　②全体的パースナリティ
　　（不適応）　　　　　　　　　　　　　（適応）

　図1　自己概念と適応（Rogers　1951）
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　経験・「感覚的，内臓的経験の直接的な場」を

　　　あらわす。全ての感覚様式を通して，個

　　　人によって経験される一切であり，ある

　　　1つの流動的な変化している場である。

　自己構造・自己の概念として定義されている

　　　諸概念の形態をあらわす。個人の特性や

　　　関係についての定型化された知覚と結び

　　　ついているいろいろの価値とともに示す

　　　ものであり，それは意識化することがで

　　　きる。

　第1領域・現象の場のこの部分では自己概念

　　　および関係の中の自己概念は，感覚的，

　　　内臓的経験に示されたものと一一et・調和

　　　している。

　第1［領域・この領域は，社会的もしくは，そ

　　　の他の経験が象微化されるにあたって歪

　　　曲され，その個人自身の経験の一部とし

　　　て知覚される現象の場。

　第皿領域・この領域は自己構造と矛盾対立す

　　　るがゆえに，意識することを否認されて

　　　いるような感覚的，内臓的経験がある。

　この図は，自己構造と経験の不一致の結果と

して行動にも不一致がおこり，多くの心理的緊

張がおこることを意味している。②図において

は不安が少なくなり，クライエントの自己の受

容が大きくなるとしており，あるがままの自分

を受け入れること（自己一致）により，自分の

内なる声に則して行動することから，より建設

的な成長への歩みを続けることが可能になると

考えられよう。「～すべきだ」「～でなければな

らない」ということに，とらわれ過ぎることな

く，真実の自分に気づき見つめることが，成長

への課題となっている。

4・　カウンセラーの基本的態度

　このような「あるがままの自分」に気づき，

人がより成長に向かうことができるカウンセリ

ングの風土はいかにしてつくられるのだろう

か。

　ロジャーズは，カウソセリング過程が起こる

ための条件として6つの条件20）をあげた。

　1）　2人の人間が心理的に接触をしているこ

　　と。

　2）　クライエントは，不一致の状態にあり，

　　傷つきやすい，あるいは不安の状態にある

　　こと。

　3）　セラピストはこの関係の中で一致してお

　　り統合されていること。

　4）　セラピストは，クライエントに対して無

　　条件の肯定的な配慮を経験していること。

　5）　セラピストは，クライエントの内部的照

　　合枠に感情移入的な理解を経験しており，

　　この経験をクライエントに伝達するように

　　努めていること。

　6）　クラィェソトに対するセラピストの4），

　　5）の伝達が，少なくても最少限度は達成さ

　　れていること。

　この中でも特に，一致，無条件の肯定的な配

慮感情移入的理解は，カウンセラーのあり方

や態度を示す重要な条件であるとされており，

今もなお，その重要性が検討されている。

　第1に「一致」（congruence）であるが，これ

は，「純粋性」「真実性」あるいは「透明」とい

う言葉で表わされている。カウンセラーが「そ

の関係の中で自分自身であり，専門家面や個人

的仮面をつけていなければいないほど，クライ

エントも仮面を脱ぎ，建設的な姿勢で変化し，

成長していくであろう21）。」という指摘に示さ

れている。つまり，カウンセラーがその関係の

中で，その瞬間における自分自身の動きを素直

に受け入れ，自分の感情に対して開かれてお

り，カウンセラーは，自分の経験しつつあるこ

と，意識の上に気づかれていること，クライエ

ントに向かって伝わっていることに一致してい

ることである。

　第2に上げられるのは，「無条件の肯定的配

慮」（unconditional　positive　regard）であり，

受容，好意をもつ，尊重などと言われている。

「クライエントが，その瞬間にどうあっても，

治療者が肯定的で，受容的な態度を持っている
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時，治療的動きまたは変化がおこりやすいこと

を言ったもの22＞」である。これは，何でも良い

という甘やかす意味ではなく，クライエントが

何をどのように経験し，どのような感情や態度

を示しても，その人の状態として受け入れるこ

と，条件つきではなく全体として，価値ある人

間として尊重することである。

　第3には，「感情移入的理解」（empathic

understanding）であり，「共感的理解」とも言

われ，「治療者が，クライエントによって経験

されつつある感情の個人的意味づけを正確に感

得し，この理解をクライエントに伝えることで

ある23）」としている。また，ロジャーズは，「相

手の内面的枠組みをあたかもその個人であるか

のように，彼の情緒的要素や意味を正確に知覚

することであり，この場合，“あたかも…のよ

うに”という条件を失ってはならない」とした

が，近年では，「クライエントがある瞬間にお

いて体験しつつある『感じられる意味』を豊か

に指摘し，彼の体験の意味に焦点をあて，体験

を十分に生きるのを助ける24）。」としている。

　これらの3つの要素を持ったカウンセラーと

の関係に入った時に，「クライエントが自己に

気づき，自己を受容し，他への防衛感を減少し

開放的になれぽなるほど，ついには人間有機体

にとって自然な方向へと成長し，変化する自由

を見出して行く。今や生活は自分の手中にあり

1個人として，生活できるようになる25）」とロ

ジャースは述べている。

皿　力ウンセリング的風土からの結実

一エンカウンターグループからの

　　　　　　自己の成長を見つめる一

1．　エンカウンターグルー・一一・プ

　来談者中心療法の研究を重ねてきたロジャー

ズは，狭義のカウソセリソグとしてのクライエ

ント・カウソセラーの関係だけでなく，人間関

係への，人間中心へのアプロ　一一チ（person－cen・

terd　approach）を目指す方向に至り，「個人の

成長，個人間のコミュニケーション，および対

人関係の発展と改善を第1の目的とした25）」集

中的グループ経験，あるいは基本的出会いグル

ープともいわれる，エンカウンターグループ

（Encounter　Group）をつくり出した。このグ

ループへの参加者は，グループ内の人間交流を

通して，人間信頼，個人の成長力，受容や共感

自己理解や相互理解などを，具体的，経験的に

集中学習することが可能であると考えられる。

　ロジャーズは，人間中心のアブP一チの意義

を，「これまで確かめえたことは，次の条件が

備わる時，著しい成果がおこってくることを発

見したことです。すなわち，人が人間を信頼で

きる有機体として尊重する時，実現傾向に潜む

動因力に信頼する時，そしてその潜在力を解放

する人間の態度的風土を準備することに集中す

る時です26）。」としており，人間を尊重する世

界の可能性を自らの経験から述べている。

　エソカウソターグループの具体的な展開は，

それぞれのグループにより異なってあらわれる

が，その基本的な方法，内容プロセスなどを

簡単にふれると次のようになる。

〔方法〕

　　グループは，10～15名の参加者と1～2名

　のファシリテーター一一（促進者）で構成され，

　参加希望者は，誰でも参加できる。時間と期

　間に関しては，原則として，できるだけ「集

　中的」にとることが望まれ，2泊3日などと

　合宿形式をとる場合が多い。

〔内容〕

　　グループは，参加者との自由な語らいの中

　で，その場での感情と思考を自由に表現する

　ことなどが可能である。

　　ファシリテーターが次のような諸点を持っ

　ている時，グループ自体が促進的になる。背

　景となる哲学と態度は以下のように示される

　と考えられる。

　1）　グループは，グループとメソパーの潜在

　　力を発展させる促進的な風土を持っている

一27一



東京家政大学生活科学研究所研究報告第9集

　　と信じている。

　2）　ある特定のグループに特殊な目的を持ち

　　込まない。

　3）促進者であると共に参加者であり，参加

　　者は，感情・認知の両面を伴う全人間とし

　　て参加したいと願う。

　促進的機能としては，以下のことが上げられ

よう。

　1）傾聴することによる心理的なグループの

　　風土をつくる。

　2）　グループを無理に深めようとせず，あり

　　のままのグループ，参加者のあり方を受容

　　する。

　3）個人の共感的理解がなされている。

　4）個人，グループに対して感じていること

　　を表明し，対決とフィードバックがある。

　5）計画された手だては使わないように努め

　　る。

　6）　グループプロセス，個人プロセスについ

　　ての注釈はさける。

〔プロセス〕

　1）　各個人が“自由”の中でお互いに模索す

　　る。

　2）　個人的表現または，探究に対する抵抗が

　　おこる。

　3）〈あの時，あそこで〉といった個人の過

　　去の感情の表明，述懐が始まる。

　4）〈今，ここで〉起こっているメンバー

　　や，リーダーに対する否定的な感情が表明

　　される。

　5）　自分のグループだと認識し始め，個人的

　　に意味のある事柄の表明と探求が始まる。

　　信頼の風土が育ち始める。

　6）　メンバーがグループ内の他のメンバー

　　に，その時経験した対人感情を表明するよ

　　うになる。

　7）多くのメンバーが苦痛と悩みをもってい

　　る人に対して，援助的，促進的，治療的態

　　度で接する自然で自発的な動きが見られ

　　る。

　8）個人が自己受容と変化の芽ばえを見せは

　　じめる。

　9）防衛的な態度ではなく，個人が自分自身

　　であることへとお互いに動いていく。

10）　自由なやりとりの中で，個人は自分や他

　　の人にどう映っているかを知る手掛りを得

　　る（フィードノミック）。

11）　個人が他の人と対決し「ぶつかりあい」

　　が生じる。（個人としての違いのぶつかり

　　あいであり，終了までには，お互いに受け

　　入れ理解しあうようになることが多い）

12）　グループ・セッショソ以外での援助的な

　　関係が生まれる。

13）　日常生活で経験するよりはるかに密接で

　　直接的なひとりの人としての「基本的出会

　　い」が生まれる。

14）非常に深い親密さと肯定的感情をもちあ

　　うようになり，あたたかさ，グループ意

　　識信頼といった感情が形成される。

15）　メンバーは深い考えと援助力を発揮し，

　　身振り，話す声の調子など自発的になり，

　　感情がこもってくる。

　このプロセスが，どのグループにも限ずしも

展開するということは断定できないと考えられ

るが，このようなプロセスを含むグループの結

果としては，個人の変化として，人生を感受性

：豊かに認識し，自分の可能性に気づいて，それ

を実現し始める。人間関係では，真実の感情を

表明する勇気をもってコミュニヶ一ションがで

きるようになるため，相手もそれに呼応して，

深い相互理解の関係へと変化する。個人の独立

や解放，統合を育成するので，制度への盲目的

忠誠を促すものではなくなり，組織の基本的な

姿勢，方針，構造に重要な建設的変化が生じた

りする，などの変化が見られることが多い。ロ

ジャーズは，「エンカウンターグループ経験は

個人とその行動，様々の人間関係全体，組織の

方針と構造等に深い変化の契機を提供すること

ができる27）。」と述べている。
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2．　エンカウンターグループの具体的展開

　　　一ある参加者の声一

　わが国においても，今日，様々なグループ活

動が実践，研究されており，エンカウンターグ

ループという用語はいろいろな意味を含む形で

使用されている。人間性回復運動，集中的グル

ープ経験（Tグループ，感受性訓練），基本的

出会いグループなどが上げられる。ロジャーズ

は，特に人と人との出会い（ふれあい）を強調

し，他のグループと区別することからも，基本

的出会いグループ（Basic　Encounter　Group）

という用語を造っている。このグループは，個

人間のコミュニケーションおよび対人関係の発

展と改善を第1の目的としており，体験学習に

重点を置いているところに特徴がある。

　そこで，その展開，結果のひとつの参考とし

て，実際にエンカウンター一グループ（Basic

Encounter　Group）に参加したAさん（23歳，

女性，医療施設勤務）のグループ経験の感想と

しての声をとり上げてみた。一部を以下に示そ

うと思う。

　Aさんは，仕事を始めて3年目になる。リュ

ウマチなどの痛みを訴える患者に対して，リラ

ックスさせてあげられるように話ができたり，

聴けたりできたらいいと思ったこと，仕事を始

めてから病院と患者の両サイドの中間にいる立

場（医師の助手，患者のケアを行なっている。）

にあり，複雑なポジションにあって，毎日生活

していて，精神的に不安定であることなどの理

由から，カウソセリングの勉強を自主的に始め

ようと思い，カウンセリソグを学べる機関に入

学。約9ケ月前に始まったグループを中心とす

る学習の初めに実施したエンカウンターグルー

プ参加後の変化などについて，次のように語っ

ている。

　「春の合宿は，金づちで頭を殴られたような

感じだったのね。生まれて初めてでしょ，ああ

いう体験って。カウンセリングもそういうこと

も何もしたことなかったし，グループ体験もな

かったし。ほんとにね，リュックサックの重た

い荷物を落っことしてきたっていう感じだった

のね。一省略一　感動するとかね，それから人

を感じることとかね，そういうことを思い出さ

せてくれたような感じ。だから，ずっと結局何

をやってもつまんない，誰に会ってもつまんな

いっていう時期がずっとあったでしょ。それ

を，ああいうグループの中で一緒に生活して，

共にこう感動したりとか，悲しんだりとかおこ

ったりとかね，そういうこう，心の動きの歯車

をとり戻したみたいな感じがする。あの合宿に

行ってね，だから，だからじゃないかと思う。

それでものすごい自分が楽になったから。」

　「あの時（合宿）は，すごく真剣に考えたり

とか，（話に）のってあげたり，のってもらった

りっていうのがあるでしょう。そういうすごい

純粋な気持ちっていうの，そういうのをこう忘

れてたみたいなところあるみたい。特に仕事を

始めてから。だからなんかこうね，あのしょう

がないんだよね，社会にある程度出れば，いや

なことも多いわけじゃない，いいことよりも。

そういうのを自然にね，そういう状態に，何っ

ていうのかなあ…がまんできなかったみたいな

…。なんかそんな感じ。だから，つまってた。

あのね，私，ものすごく自分を押えてたの。ほ

んとに自分の感情をね，表に出せるようになっ

たのね。」

　職場では，感情を表に出さない人だと言われ

自分でも意識はしていないが，そうしていたこ

とに気づいた。仕事に対しての好奇心もあり，

仕事も，もう少しやってみようという無理を自

分に強いるようになっていた。しかし，今では

自分のできる領域をとらえ，「それはちょっと

困るから何とかして下さい。」というようなこ

とが言えるようになった。雇う側からしてみる

とハイハイと仕事をしてくれた方がよいと思う

ので，自己主張ができるようになって多少の困

惑もあるが，患者の立場を考えることの重要な

点を医師に伝えるようになってきている。

　家でも，仕事から帰ると，会話はしているが

常に表情が一定で，寝るまでの何時間かの間に
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一回も笑わないと父親に言われ，自分でも気づ

いておらず，びっくりしたことがあった。

　「（今は）今日ねえとか言って，ほんとにもう

なんて，きゃあきゃあやってるけど。ブスッと

してたりすると何かね，何っていうのかな。や

っぱりブスッとしているのが何となくあれで，

今日はおもしろくないからとか言って，言って

たりするの。それは問題ないんじゃない，今は

言うだけでも違うの。絶対違うと思う。言葉に

出すだけでも違う。そういう風に思ってるんだ

なって相手にわかるじゃない，言葉に出せば，

今こういう状態なんだなって親は思うわけじゃ

ない。何にも言わなかったら，何がおこっても

何もわかんないわけでしょう。」

　仕事の方も忙しかった頃に比べて，落ちつい

てきた。今の職場にいるだけでは視野が狭くな

るので，他のところも経験した方が良いと医師

からアドバイスを受ける。仕事に慣れたことも

あり，以前よりずっとやる気が出てきた。

　「（前は）何かをしたいっていう意欲はなくは

なかったのね。だから，その，してたの。運動

したりねえ…何とかって。だけど全々関係なか

ったの。やっぱり全々関係しなかったわけじゃ

ないけど…うん…だからなんかね…不思議だな

あ…。何かをしたいっていう意欲の次元が違う

の。一省略一　時間の流れの経過もあるんだろ

うなあ。私のね。だって同じ場所にやっぱりず

っとある程度時期いると，ずっと一定の，一定

の状態っていうか，おんなじ見方ではないでし

ょう。だって友だち同志だって，ねえ，つき合

ってれば，こういうところもあるなとか，こう

いう風に思ってたのかとか，いろいろ思ってた

りするじゃない。それと同じで，いろいろな位

置から見れるようになるじゃない。

　うん，引き金になったっていう感じなの。だ

と思う。だから，そうだね，ほんとうに結果

的に引き金になったのは春の合宿でしょう。そ

れからは結局，時間の経過がず一っとあって。

だけど，そういう風に思える自分がいて，そう

いう素直に思っているんだよね。今はね。だか

ら，まわりのこと，先生はこうだとか，まわり

はこうだとか，うちの職場は，こういう環境な

んだなあっていう，そういう感じを，感じられ

るようになったのね。

　だからね，充実して，まあ充実してっていう

か，まあ仕事ももちろんそうだけれども…欲，

欲だね，欲だよね。なんか。いいところもある

んじゃないかって。自分にとってプラスになる

んじゃないかとか，マイナスになるんじゃない

かとか。うん，何っていうのかな。今よりも今

よりもっていう，ある自分の環境で，そういう

見方ができてきて，でまた，新鮮なものがとり

入れられるっていうところがあるんじゃないか

って…。その辺は欲，欲だね。」

　小さい頃は活発であったが，成長するに従っ

て，その傾向がなくなり，仕事を始めてからは

特に自分をおさえるようになった。

　「私は昔は，こんなんじゃなかったっていう

…それしか考えてなかった。そうそう，簡単に

言えばそれだけ。昔はこうじゃなかったのにっ

て。なんか新しい自分があるんじゃないかって

いうんじゃないの。ああ，なんでこういう風に

なっちゃったんだろう，昔はこんなんじゃなか

ったのにっていう，そういう感じ。ほんとに簡

単に言えば，ひと言で言えぽそんな感じよね。」

　「まわりの人に対しても，見方とか，やっぱ

り，いろんな人がいるわけじゃない。好きな人

もいれぽきらいな人もいる。でもああいう人な

んだと少しは思えるようになったみたい。ああ

いう人なんだなっていう，ああいうところもあ

る人なんだなあっていうような見方がね。全部

じゃないよ，神様じゃないから。でも少しは思

えるようになった感じ。

　いろんな先生に会えて…。いろいろくせがあ

るの。医者っていうのは。子供っぽいなとか，

どうしようもないけど，なんか，なんていうの

かなあ…しんどいんだろうとかね，思ったりす

ることってある。ちらっとなんか，たまたま残

業なんかで残ってたりすると，『先生大変そう

ですねえ』なんて，ちらっと言うと，『まいっ
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ちゃったよなあ』なんてポロッと出てくると，

ものすごい人間味があるわけ。感じたりするわ

け。ああ，言いたいこと言ってるけど，やっぱ

りしんどいんだろうなあとか。私たちとの関係

じゃなくて，医者同志の関係とか，だからこう

あたっちゃうみたいのあるじゃない。おもしろ

いから下のものに何とかとか…。そういうこと

思ったりすることあるのね。先生は，接点持て

て良かったなあって思える。先生と仕事の上で

接点持てて良かったって。」

　グループの風土について…

　「みんなどう考えてるのかなあとか，こう真

剣にかかわると，ああ，誰かがああ言った。あ

あいう風に感じてるんだなあ，ああいう風に感

じてるんだって，自分で自分なりに思うじゃな

い。取るじゃない。で，そういうこと，すごく

気になり始めたのよね。じゃ，今の自分は何な

んだろうみたいな。そこまでいかないけど，

あ，そういう風に思ってるんだ，私は，そう感

じてるんだなあって思ったりすることが多い

ね。いっつもそう思ってるわけじゃないけど。」

　「何を言っても，どういう風に感じられても

一応聴いてくれるっていう安心感があると思う

の。ああいう場ってね。何か言っても，まあそ

れなりの返事は返ってくるっていう安心感があ

るから。友だちなんかで話すと，そういうこと

言ってもわかんないわよって言われると，そこ

で話が終わるじゃない。そういうことがないっ

ていう安心感はあるよね。何らかの反応でかか

わってくれる。だから，ちょっと変なこと言っ

た時に，今の場所にね，言ったこととかみ合わ

ないんじゃないのとか，何とかって反応が返っ

てきて，そうかと納得できると思うのね。」

　「その場っていうのは，年齢の差とか何とか

地位とか年とか，そういうものがないじゃな

い。みんなね。同じ位置で話を聴いてるってい

うかっていうと，話の次元では，話は聴いてな

いのかもしれないのね。でも，人間同士の次元

っていうのは同じだと思うの。なかったから

ね，そういう体験って。」

3．　自己の成長を生み出す人間関係

　前節の参加者の声から，Aさん自身，“自己

への気づき”から様々な変化がうかがえる。

　まず第1には，自分自身の心の動き，感情へ

の気づきである。自分自身の心の動きを見つめ

ることで，自分を認識することにつながってい

る。また素直に表現され，信頼の中で受け入れ

られたことが，より自分自身の存在への信頼感

につながり，「自分が楽になった」と言ってい

ることは大きな変化であったと考えられる。

　第2の点としては，以前は，不安定でモヤモ

ヤした状態であったが，「やる気が出てきた。」

「以前とは違う次元の欲が出てきた。」という，

実現傾向の方向に対する意欲を示している。彼

女は，自分の感情に素直になり，あるがままの

自分であることを受容し，自分を自ら押えてい

ることで不安定であった自分に気づいた。そし

て経験として，自分があるがままに表わせるこ

と，今まではその自由さがなかったことを体験

する。これは，ロジャーズの言う自己一致とも

見ることもでき，今までは，出さなかった自分

の感情を，職場で出すということで，無理をし

ていた状態から，自分のペースをつかんでいけ

るように変化し，さらに新しいものへの意欲が

出てきており，自己一致されたパースナリティ

が，より有機体的に成長していこうとする姿と

いうこともできる。

　第3に，Aさんのまわりの人に対する対応と

人間関係への変化である。他人を肯定的に受容

し，他者への理解の深まりが感じられ，人間味

のある，あたたかいこころのふれあいへと移っ

てきていると言えよう。

　自己信頼感をとり戻し，あるがままの自分に

開かれていくことで，他者への受容へと広がり

より建設的な方向へと変化し歩んでいると考え

られる。

　以上見てきたように，これらは，ロジャーズ

の人間観，パースナリティ観などに見られる人

間信頼，個人の成長へのアプローチの一例に過
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ぎない。しかし，私たちの生活の中での人間関

係で，もう一度見なおさなければならない点を

考えてみたい。

　まず，私たちが，どれだけ自分の感情に気づ

いているか，ありのままである真の自分に気づ

き，またそれを表現しているだろうかという点

である。

　Aさんの感想の「重たい荷物」を落っことし

た感じ。」という言葉は，真の自分に気づき，

自分自身になったことからくる，自己への信頼

感の芽ぽえといえる。自分の内からの声に耳を

傾けてみることから，自分に開かれ，経験に開

かれていく，生き生きとした成長が得られるの

ではないかとの問いかけを，「個」としての自

分に目ざめた現代社会に生きる私たちは，考え

てみる必要があろう。

　また，自分のまわりの人との関係をどうつく

っていくのかという点でも学ぶべきところがあ

る。私たちが，日常の人間関係の中で，人との

かかわりをどれほどしているだろうか。言葉に

よるコミュニケーションひとつにしても，声と

して聞くだけに終わっていないだろうか。お互

いの存在を感じあう力が，どれほど養われてお

り，信頼し合いわかり合っているだろうか。

　現代社会でおこっている様々な人間関係の問

題も，ある日突然に，突発的におこるものでは

なく，些細な心のすれ違いが，その時，その場

で解決されることなく，理解のないままに蓄積

されていった結果であると考えられる。それら

の問題を改めて見直すと共に，生き生きとした

信頼のある人間関係の中での，自己の成長を促

すカウンセリソグの風土を見つめ，その風土の

つくられていく態度である，一致性，受容，共

感的理解などを考えてみること，相手をどのよ

うに感じ，相手の声をどのように聴き，心によ

る相互理解を深めていくのかということを考え

てみることが，私たちの日常の人とのかかわり

方を改善・促進するアプローチとして意義ある

ものと考える。それは，ロジャーズの提唱して

いる人間観，人間関係論が，狭義のカウンセリ

ングを超えて，人間中心のアブP一チとしての

エンカウンターグループなどのように，私たち

の生き方そのものへの問いかけが含まれている

からである。

結びに

　カウソセリングを学ぶことは，人間の理解を

深めることであり，奥が深く，私の学んできた

こと，考えてきたことは，まだほんの入口に過

ぎないように思う。しかし，本研究を手がかり

として，様々な体験，学習が自分のものとなり

ふくらみ，より実践的なところからの考察とな

るよう，これからも，人をみつめ，カウンセリ

ングについて考えてゆきたい。

　本研究にあたり，ご指導していただきました

増田実教授，ならびに，生活科学研究の諸先生

方に，心よりお礼申し上げます。
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